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我が国における染色体研究の弱点の一つにゲノム研究との連携が希薄なことがあるが、本研究で

は、まず酵母を利用して ChIP-chip 法を開発し、ゲノムの構造情報を基に染色体構成タンパクの

組成と分布をゲノムワイドに明らかにすることに成功している。この段階で、当初研究目標のかな

りの部分は達成できているが、一方で、ヒト染色体のような大規模ゲノムへの適用は困難であった。

この問題に対し、研究代表者らは、いわゆる次世代シーケンサを積極的に利用し、大規模シーケン

スに基づく ChIP-seq 法を開発することで、従来は困難であったヒト染色体の解析を可能にしてい

る。研究代表者らが上げてきた一連の成果は、世界的にもトップクラスのものであり、我が国を代

表するゲノム研究の一つといってよい。当初の研究目的を達成できることは確実であり、今後の研

究計画・方法も妥当なものであり、ゲノム科学分野における基盤研究（Ｓ）として高く評価できる。

 
 
 
 
 
 

 


